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八朔祭はコロナ禍で2年連続の中止
となりましたが、矢部高校は授業の
一環として、技術継承のために大造
り物を制作しました。

『コロナ禍に負けるな!!』



9月定例会

【災害復旧費】

【予防費】

現年度農業施設災害復旧費

1億3,826万円
現年度林業施設災害復旧費

3,431万円
現年度公共土木施設災害復旧費

4,920万円

新型コロナウイルスワクチン接種に関する補助
2,097万円

【商工費】
大造り物小屋　（土地購入・登記・設計費用）

603万円「新町・城見町・水道町」
馬見原交流広場隣接地整備

（広場隣接の土地家屋購入・登記費用）

221万円
【農政費】
学校給食用有機米購入費

80万円
※11月より矢部地区、清和地区で給食に有機

米を導入。
※今までの学校給食米と有機米の差額分を

町が負担する。
※蘇陽地区については調整中。
がまだす里モン支援事業補助金

50万円
※中島地区で開校するオーガニックスクール

への補助（県50％・町50％）

　令和３年第3回定例会は、９月２日に開会し24
日に閉会しました。補正予算、条例の改正、工事
請負契約その他の議案について審議し、令和２
年度の山都町の一般会計や特別会計等におけ
る事業の決算審査を行いました。

令和3年度一般会計補正予算（第2号）は、2億9,400万円を増額し、総額を133億2,200万円としました。

　主な歳出はコロナ関連の予防費、SDGｓ未来都市選定に係る国からの補助金、災害復旧費です。なかでも質
疑が集中したのは、今年国から選定された「SDGｓ未来都市」に係る補助金の使途です。補助金は事業スター
トに有効なものですが、しっかり活用して文字通り「持続可能な社会づくり」に繋がる事業内容が問われると
ころです。主な金額と内容については以下のとおりです。（SDGｓ：国連が採択した地球を持続可能な社会に
するための目標行動）

【自治体SDGｓモデル事業】  総事業費2,336万円
取組み概要：今回のSDGｓ未来都市選定にあたっては、有機農業を推進し、付加価値の高い有機農業やジ
ビエの利用促進を図り「山都暮らしブランド」の確立を目指します。併せて美しい農村景観を次世代へ継
承し、将来に渡って豊かな自然を守る持続可能な山都町を実現することを目標としています。

◎全体のマネジメント・普及啓発活動［財源は国100％］

①PR動画作成業務委託料　	 （370万円）

②啓発パンフレット作成業務委託料　	 （160万円）

③ホームページ改修業務委託料　	 （51万円）

④普及啓発用バッジ・パネル等作成　	 （155万円）

⑤SDGsフォーラム開催・町民向け出前講座開催等

	 	 （95万円）

⑥堆肥生成モデル事業委託料　	 （300万円）

⑦事業3カ年の目標設定や達成に向けての行動計画の
策定に係る業務委託料　	 （522万円）

◎事業実施経費　［財源は国50％］

①関係団体協議・会議開催、視察等	 （75万円）

②新規就農希望者向けツアーモデル開発業務委託料　
　　　　　　　　　　　	 （100万円）

③食育モデル事業委託料　　	 （253万円）

④食のブランド化メニュー開発事業委託料

	 	 （253万円）
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一　般　質　問

潤
橋
史
料
館
の
受
付
と

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
付
が
別
々
で
あ
り
、学

校
側
の
煩
雑
さ
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。見
学
先

に
史
料
館
や
円
形
分
水
、

白
糸
台
地
な
ど
が
あ
り
、

効
率
効
果
的
な
見
学

コ
ー
ス
の
調
整
が
必
要
。

今
後
予
約
シ
ス
テ
ム
の

構
築
も
含
め
、観
光
協

会
な
ど
と
協
議
す
る
。

答　�有識者や地元関係者による検討会で、安全性の担保に向けて議論
を進めている。年内には方針が固まるように努力する。

以前のように通潤橋の上を歩けるようにするた
めの検討は、どこまで進んでいるのか

吉
よしかわ

川　美
み か

加 議員

問
こ
の
町
の
顔
と
し
て

様
々
な
側
面
を
持
つ
通

潤
橋
に
対
し
、今
後
、保

存
と
活
用
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
の
か
。

答（
教
育
長
）

　
今
後
も
建
造
物
と
し

て
の
通
潤
橋
を
大
切
に

保
存
し
、偉
業
、遺
徳
を

あ
わ
せ
て
、後
世
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
が

一
番
の
使
命
と
考
え
る
。

地
域
の
皆
様
や
関
係
機

関
の
皆
様
と
手
を
携
え

な
が
ら
、文
化
財
の
保

護
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
通
潤
橋
を
含
む
通

潤
用
水
の
全
体
が
世
界

か
ん
が
い
施
設
遺
産
と

し
て
、登
録
さ
れ
て
い

る
。農
業
を
支
え
続
け

る
現
役
の
水
利
シ
ス
テ

ム
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

受
益
者
の
方
々
は
代
々

受
け
継
い
で
き
た
。地
域

の
方
々
が
意
欲
的
に
継

続
的
な
取
組
を
持
続
で

き
る
よ
う
に
協
力
し
て
、

魅
力
あ
る
農
業
用
水
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
山
の
都
創
造
課
で
は
、

山
都
町
観
光
の
重
要
な

観
光
資
源
と
し
て
、通

潤
橋
を
位
置
づ
け
て
い

る
。特
に
観
光
放
水
は
、

観
光
客
の
誘
致
、町
内

の
経
済
振
興
に
大
き
く

貢
献
を
し
て
い
る
。観
光

と
水
利
、保
存
と
活
用

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い

く
。

問
通
潤
橋
の
上
を
歩
け

る
よ
う
に
す
る
た
め
の

検
討
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　
通
潤
橋
上
の
通
行
に

つ
い
て
は
、地
震
と
豪

雨
に
よ
る
壁
石
垣
の
崩

落
を
受
け
、安
全
対
策

を
講
じ
た
上
で
通
行
を

許
可
す
る
仕
組
み
が
必

要
と
な
っ
た
。有
識
者

を
座
長
と
し
、地
元
関

係
者
の
ほ
か
、商
工
会

並
び
に
観
光
関
係
者
も

含
め
た
検
討
会
で
、警

備
員
の
設
置
や
ガ
イ
ド

制
に
よ
る
有
料
化

の
検
討
も
行
っ
て

い
る
が
、結
論
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

人
の
安
全
に
関
わ

る
こ
と
で
あ
り
慎

重
に
議
論
を
重
ね

て
い
る
が
、遅
く

と
も
年
内
に
は

方
針
が
固
ま
る
よ

う
努
力
す
る
。

問
毎
年
秋
に
な

る
と
小
学
４
年
生

の
通
潤
橋
見
学

が
賑
わ
い
を
見
せ
る
が
、

史
料
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
予
約
に
お

い
て
混
乱
等
は
な
い
か
。

答（
生
涯
学
習
課
長
）

　
今
年
の
９
月
か
ら
12

月
ま
で
で
、県
内
の
小

学
校
１
６
８
校
か
ら
約

１
万
１
千
人
を
超
え
る

見
学
の
予
約
を
受
け
て

い
る
。予
約
上
の
混
乱

は
起
き
て
い
な
い
が
、通

今年もたくさんの小学生が訪れる通潤橋

全質問の動画は
こちらです
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一　般　質　問

問
九
州
中
央
自
動
車

道
の
矢
部
イ
ン
タ
ー（
仮

称
）付
近
に
道
の
駅
を

設
置
す
る
計
画
に
つ
い

て
、本
質
的
な
目
的
は

何
か
。

答（
町
長
）

　
九
州
中
央
自
動
車

道
は
、熊
本
か
ら
延
岡

ま
で
の
95
キ
ロ
間
に
休

憩
所
や
給
油
所
が
な
い

高
速
道
路
で
あ
り
、イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

休
憩
所
を
兼
ね
備
え
た

施
設
が
で
き
な
い
か
と

い
う
相
談
が
、国
交
省

の
熊
本
河
川
国
道
事

務
所
か
ら
あ
っ
た
事
が

発
端
。特
色
の
あ
る
道

の
駅
を
今
回
新
た
に
整

備
し
、道
の
駅
通
潤
橋

を
移
設
す
る
形
を
と
る
。

現
在
の
道
の
駅
通
潤
橋

は
物
産
館
的
機
能
を
そ

の
ま
ま
継
続
し
て
運
営

す
る
。

問
新
道
の
駅
の
具
体
的

な
整
備
内
容
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
休
憩
機
能
と
し
て
、

自
家
用
車
両
52
台
、身

障
者
用
車
両
２
台
、大

型
車
両
７
台
、自
動
二

輪
、Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
施

設
、台
数
に
し
て
62
台

分
の
駐
車
場
整
備
、ま

た
、男
女
ト
イ
レ
、多
機

能
ト
イ
レ
、授
乳
室
、パ

ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
、ベ
ビ
ー

ケ
ア
等
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。情
報
発
信

機
能
と
し
て
、観
光
案

内
所
、道
路
情
報
・
地

域
情
報
の
提
供
、無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ス
ポ
ッ

ト
等
の
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。地
域
振
興
機

能
と
し
て
直
売
所
、飲

食
施
設
、イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
及
び
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
設
置
ス
ペー
ス
等

も
予
定
。防
災
設
備
機

能
に
つ
い
て
も
検
討
を

し
て
い
る
。

問
駐
車
場
は
収
容
台

数
が
少
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
駐
車
場
は
、で
き
る

だ
け
有
効
に
土
地
を
活

用
す
る
形
で
台
数
の
線

を
引
い
た
。

問
運
営
は
ど
う
す
る
の

か
。

答（
町
長
）

　
指
定
管
理
制
度
を
予

定
し
て
お
り
、管
理
者

を
公
募
す
る
。

問
事
業
費
と
財
源
内

訳
は
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
事
業
費
は
、６
億
1

千
万
円
ほ
ど
を
予
定
し

て
い
る
。財
源
内
訳
は
、

地
方
創
生
拠
点
整
備
交

付
金
１
億
9
︐2
4
3

万
円
、再
編
関
連
訓
練

移
転
等
交
付
金
2
︐

3
0
0
万
円
、起
債
３

億
７
千
万
円
、一
般
財
源

が
2
︐4
9
5
万
円
と

な
る
予
定
。ま
た
新
設

さ
れ
る
町
道
矢
部
イ
ン

タ
ー
線
に
お
い
て
、6
︐

5
0
0
万
円
の
事
業
費

が
必
要
に
な
る
。

問
現
在
の
道
の
駅
通
潤

橋
は
ど
う
す
る
の
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
通
潤
橋
周
辺
の
整
備

計
画
と
し
て
、現
在
ま

だ
基
本
計
画
を
取
り
ま

と
め
た
段
階
だ
が
、老

朽
化
し
た
ト
イ
レ
の
新

設
、食
事
処
い
し
ば
し
、

物
産
館
、史
料
館
等
の

改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、第
２
駐
車
場（
上

の
段
の
駐
車
場
）か
ら

下
の
物
産
館
へ
の
動
線

の
新
設
、通
潤
橋
へ
向

か
う
遊
歩
道
の
整
備
、

体
育
館
跡
地
の
整
備
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。

後
ご と う

藤　壽
としひろ

廣 議員

答　�高速道路利用者の休憩施設というのが第一の目的。また土日祝日
の日中に飲食できる施設が少ないので、その供給力も地域として
強化したい。

新道の駅の整備、既存の3施設と似たような機
能の計画だが、どう住み分けを図るのか

進む矢部インターチェンジ（仮称）の工事

全質問の動画は
こちらです
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し
、ほ
か
の
７
校
で
も

実
施
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。学
習
の
中

身
に
つ
い
て
は
、全
校
と

も
研
究
中
。子
供
た
ち

が
家
庭
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
す
る
際
の
操
作

や
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
も
、

子
供
た
ち
へ
の
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、保
護

者
に
御
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。

答　�設備面の準備は整っている。活用面については準備を進めており、
現在、全校とも学習内容について研究中。

オンライン授業は普通の授業よりも学習効果は落ちるだろうが、コロ
ナ禍において子どもたちの生命を守るためには必要だ。完璧な準備を

中
なかむら

村　五
いつひこ

彦 議員

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

山
都
町
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
現
状
は
ど
う
か
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　
12
歳
以
上
の
接
種
対

象
者
１
万
3
︐3
9
5

人
に
対
し
、１
回
目
接

種
者
数
が
１
万
1
︐

8
3
7
人
で
、接
種
率

88
・
37
％
、２
回
目
接

種
者
数
が
9
︐5
6
2

人
で
接
種
率
は
71
・

38
％
。（
令
和
３
年
１

月
１
日
時
点
の
山
都
町

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

く
対
象
者
を
母
数
と
し
、

接
種
数
は
９
月
６
日
時

点
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
記

録
シ
ス
テ
ム
に
記
録
さ

れ
た
接
種
者
数
。）

問
副
反
応
が
強
く
出

て
、入
院
し
た
人
も
い
る

が
、こ
の
副
反
応
リ
ス
ク

を
重
視
し
て
接
種
し
な

い
方
も
い
る
。こ
の
点
に

つ
い
て
、町
は
積
極
的
に

対
応
し
て
い
る
か
。

答（
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

　
ワ
ク
チ
ン
は
異
物
に

対
す
る
免
疫
機
能
を
引

き
起
こ
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、多
か
れ
少

な
か
れ
副
反
応
が
起
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
で
は
、接
種
部

位
の
痛
み
、発
赤
、腫
れ
、

か
ゆ
み
、疲
労
、倦
怠
感
、

悪
寒
、発
熱
、頭
痛
、関

節
痛
や
筋
肉
痛
、吐
き

気
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
副
反
応

の
出
方
は
人
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、接
種
翌
日

か
ら
２
日
後
に
高
頻
度

に
出
現
し
、特
に
２
回

目
の
接
種
後
は
１
回
目

よ
り
出
現
頻
度
が
高
く
、

症
状
も
強
く
な
る
傾

向
が
あ
る
。基
本
的
に

は
副
反
応
は
二
、三
日

で
消
え
る
が
、接
種
部

位
の
腫
れ
は
人
に
よ
っ

て
は
消
え
る
ま
で
に
１

週
間
以
上
か
か
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
だ
。予
防

接
種
法
等
で
、副
反
応

疑
い
の
報
告
を
す
べ
き

症
状
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
ら
の
症
状
が

予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
に
よ
る
も
の
と
疑
わ

れ
、診
断
さ
れ
た
場
合
、

医
師
が
速
や
か
に
厚
生

労
働
大
臣
宛
に
報
告
を

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。予
防
接
種
で
そ
う
い

う
副
反
応
が
発
生
し
た

ら
、接
種
医
や
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る
よ
う

に
案
内
し
て
い
る
。

問
小
中
学
校
で
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
が
完
了
し
て

い
る
。コ
ロ
ナ
禍
の
現
状

に
お
い
て
、オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
準
備
は
ど
う
か
。

答（
学
校
教
育
課
長
）

　
設
備
面
で
は
、オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
は

整
っ
て
い
る
。活
用
面
で

も
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
家

庭
に
持
ち
帰
っ
て
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
テ

ス
ト
は
全
校
で
実
施
済

み
。ま
た
、ズ
ー
ム
に
よ

る
試
験
的
な
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
２
校
で
実
施

一　般　質　問

タブレットを活用した授業の様子

全質問の動画は
こちらです
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問
産
業
振
興
と
い
う
取

組
は
、地
域
経
済
の
発

展
が
目
的
だ
が
、そ
れ

以
外
に
町
民
生
活
の
質

の
確
保
や
、利
便
性
の

向
上
も
重
要
な
目
的
な

の
で
は
な
い
か
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
農
業
の
生
産
活
動
の

振
興
は
、消
費
者
が
身

近
な
場
所
か
ら
新
鮮
で

よ
り
安
価
な
農
産
物
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
や
、農
村
集
落
の
維

持
に
直
結
し
、ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
、豊
か
な
自
然
環

境
や
美
し
い
農
村
風
景

等
の
環
境
整
備
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
商
店
街
な
ど
地
域
産

業
は
、民
間
事
業
と
は

い
え
、地
域
住
民
の
生

活
を
支
え
て
い
る
。飲

食
業
や
理
美
容
業
、交

通
、病
院
等
、地
域
社
会

の
運
営
に
は
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
存
在
。少

子
高
齢
化
が
進
む
本
町

に
と
っ
て
、そ
の
意
義
は

ま
す
ま
す
重
要
で
あ
り
、

幅
広
い
事
業
者
が
所
在

す
る
地
域
産
業
が
、住

民
の
生
活
向
上
と
交
流

促
進
と
い
う
社
会
的
機

能
を
果
た
し
て
い
る
。

問
８
月
の
長
雨
が
農
林

水
産
業
と
商
工
業
に
与

え
た
影
響
は
。

答（
農
林
振
興
課
長
）

　
夏
秋
野
菜
の
出
荷
の

ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
、今

年
は
野
菜
の
価
格
が
安

値
の
傾
向
が
続
き
、ま

た
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

市
場
で
の
取
引
の
減
少

の
影
響
も
あ
り
、前
年

比
で
ピ
ー
マ
ン
４
割
安
、

キ
ュ
ウ
リ
３
割
安
、キ
ャ

ベ
ツ
４
割
安
、ト
マ
ト
２

割
安
と
、主
な
集
荷
品

目
に
お
い
て
単
価
が
下

が
っ
て
い
る
。８
月
の
日

照
不
足
と
長
雨
で
、９

月
後
半
以
降
の
出
荷
量

が
大
き
く
減
少
す
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し

て
い
る
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

　
８
月
の
前
年
同
月

比
、道
の
駅
物
産
館
、物

産
販
売
施
設
に
つ
い
て

は
、入
り
込
み
客
に
つ

い
て
は
最
大
54
％
の
減
。

売
上
額
で
最
大
49
％
減
。

キ
ャ
ン
プ
場
施
設
は
、入

り
込
み
客
で
最
大
66
％

の
減
。売
上
げ
額
で
最

大
47
％
減
。宿
泊
施
設

は
、入
り
込
み
客
15
％

減
、売
上
げ
額
で
24
％

減
で
あ
っ
た
。

問
既
に
人
の
流
れ
が
抑

制
さ
れ
て
い
た
昨
年
と

の
比
較
で
こ
の
状
況
と

は
。民
間
事
業
と
は
い

え
、我
々
町
民
の
生
活
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い

町
の
産
業
。こ
の
よ
う
に

本
当
に
苦
し
い
時
期
に

は
、し
っ
か
り
と
し
た
支

援
策
を
打
ち
出
し
な
が

ら
、事
業
の
継
続
を
支
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答（
山
の
都
創
造
課
長
）

８
月
20
日
に
、商
工
会
、

観
光
協
会
、Ｊ
Ａ
、金
融

機
関
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、緊
急
経
済
対
策
会

議
を
開
催
し
、各
団
体

の
現
状
や
要
望
等
に
つ

い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。そ
れ
を
受
け
、現
在
、

国
の
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
者
支
援
を

行
う
予
算
の
編
成
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
。迅
速

に
対
応
し
た
い
。

一　般　質　問

眞
ま は ら

原　 誠
まこと

 議員

答　�住民の健康と産業を同時に守るために、民間からの要望や議会か
らの提案などを受け、町民と一緒になってコロナ終息に向けた取組
みを進めて行きたい。

町の産業を守り、コロナ禍を乗り切らねばならない
今こそ、町民と一体となったまちづくりが必要では

外食産業の不振から、米価にも影響が出ている

全質問の動画は
こちらです
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複式学級を視察する学校規模適正化検討委員会

【
総
務
課
】

職
員
提
案
制
度
に
よ
り
毎
週
月
曜
日

を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
す
る
こ
と
が
採
用
さ

れ
た
。ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
と

行
政
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
継

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。人
事
評
価
結
果

の
活
用
を
図
り
、能
力
・
実
績
に
基
づ
く

人
事
管
理
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
庁
舎

内
の
感
染
予
防
対
策
を
図
り
、リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
分
散
業
務
の
実
施
に
よ
り
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
教
育
委
員
会
】

山
都
町
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員

会
よ
り
の
報
告
書
に
お
い
て
、明
確
な
適

正
化
の
方
策
等
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
残

念
で
あ
る
。

教
育
の
目
的
は
そ
れ
を
受
け
る
個
人

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、山
の

都
創
造
課
が
所
管
す
る
矢
部
高
校
応

援
町
民
会
議
な
ど
の
支
援
関
係
事
業
は
、

生
涯
学
習
課
所
管
に
一
本
化
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

支
援
、地
域
経
済
の
回
復
の
た
め
の
様
々

な
取
り
組
み
は
一
定
の
成
果
が
み
ら
れ
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
寄
附
が
あ
り
、

今
後
と
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
に
努

力
願
い
た
い
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
が

増
え
つ
つ
あ
り
、今
後
、公
共
交
通
機
関

と
の
協
議
を
重
ね
、効
率
化
を
図
り
な
が

ら
持
続
可
能
な

交
通
体
系
の
構

築
が
急
が
れ
る
。

自
治
振
興
区

制
度
が
定
着
し
、

区
長
会
と
の
組

織
連
携
も
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
ら
れ
て

お
り
今
後
の
、住

民
自
治
の
活
性

化
に
期
待
し
た

い
。第

３
セ
ク
タ
ー

は
、民
間
の
力
の

活
用
も
視
野
に

入
れ
た
経
営
改

善
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
整
備
事
業

は
着
実
な
進
捗
を
見
せ
て
い
る
。長

期
的
視
点
か
ら
施
設
整
備
の
具
現

化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

【
企
画
政
策
課
】

コ
ロ
ナ
禍
対
応
と
し
て
、感
染
拡
大

防
止
策
、雇
用
維
持
と
事
業
継
続
の

【
税
務
住
民
課
】

固
定
資
産
税
の
滞
納
、空
き
家

や
農
地
、森
林
等
の
放
置
に
つ
い
て

は
、今
後
各
課
連
携
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。し
か
し
、払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
困
窮
の
状
態
に
あ
る
町

民
に
対
し
て
は
、今
後
も
納
税
相
談

や
分
納
の
勧
め
、福
祉
課
と
の
連
携

を
密
に
取
り
な
が
ら
、町
民
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
望
む
。

【
各
支
所
】

少
な
い
職
員
数
で
高
齢
化
社
会
に

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
り
、住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
支
所
全
体
で
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、両
支
所
は
、災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
の
十
分
な
開
設
機
能

と
体
制
を
整
え
、今
後
も
町
民
の
安

心
・
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。本
庁
所
管
課
と
の
連
携
を

必
要
と
し
、「
報
・
連
・
相
」を
基
本
に

支
所
長
を
中
心
に
職
務
に
あ
た
ら
れ
、

次
の
行
政
改
革
の
大
綱
策
定
や
組

織
体
制
の
強
化
推
進
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会
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【
健
康
ほ
け
ん
課
】

集
団
健
診
に
お
け
る
特
定
保
健
指
導

の
数
値
が
１
・
２
％
増
加
し
た
。特
に
重

症
化
予
防
の
対
象
者
が
１
１
０
名
も
増

加
し
た
こ
と
は
注
視
す
べ
き
こ
と
だ
。理

由
の
一つ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

蔓
延
に
よ
る
社
会
活
動
の
減
少
の
影
響

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。収
束
の
予
測
が

難
し
い
状
況
だ
が
、感
染
状
況
を
見
な
が

ら
町
民
の
体
力
や
心
の
健
康
の
維
持
を

図
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
健
全
な
会
計

で
推
移
し
て
い
る
が
、よ
り
一
層
町
民
の
健

康
増
進
へ
の
啓
発
を
進
め
て
、将
来
に
わ

た
る
不
安
を
軽
減
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

【
福
祉
課
】

高
齢
化
が
進
む
中
、

介
護
事
業
所
で
は
人

材
の
高
齢
化
と
と
も
に
、

慢
性
的
な
人
材
不
足

に
あ
え
い
で
い
る
。介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、利
用
者

【
環
境
水
道
課
】

ゴ
ミ
処
理
手
数
料
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、施
設
維
持
管
理
経
費
の
財
源
の
一
部

と
な
り
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。今
後
は
、

広
域
連
携
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
建
設
時
期
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、現
処
理
施
設（
小
峰
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
、千
滝
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
）の
老
朽

化
は
深
刻
な
課
題
だ
。故
障
等
に
よ
り
住

民
生
活
に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
延
命
に

向
け
た
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

と
そ
の
家
族
の
生
活
を
維
持
す
る
上

で
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
。従
事
す

る
人
材
の
育
成
や
支
援
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、山
都
町
は
広
域
で
送
迎
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
へ
の
配
慮
も
必

要
だ
。公
共
交
通
網
と
介
護
事
業
を

セ
ッ
ト
で
取
り
組
む
等
、町
独
自
の

高
齢
者
支
援
を
構
築
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
と
意
見
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
活
動
が
制
限
さ

れ
、外
出
や
サ
ロ
ン
等
集
会
の
機
会

が
縮
小
し
た
こ
と
で
、住
民
健
診
の

結
果
か
ら
は
住
民
の
体
力
的
、精
神

的
な
落
ち
込
み
が
伺
え
た
。ま
た
、ど

の
事
業
に
お
い
て
も
人
材
不
足
が
浮

き
彫
り
と
な
り
、人
材
確
保
が
最
大

の
課
題
で
あ
る
。

【
そ
よ
う
病
院
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
、感
染
リ
ス
ク
回
避
に
よ
る

受
診
控
え
や
受
け
入
れ
の
制
限
、受

診
間
隔
の
延
伸
等
、さ
ら
に
コ
ロ
ナ
対

応
へ
の
業
務
が
増
し
て
お
り
、今
後
も

運
営
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、在
宅
看

護
を
望
む
家
族
の
支
え
で
あ
る
訪
問

看
護
に
お
い
て
は
、マ
ン
パ
ワ
ー
の
不

足
と
遠
距
離
移
動
の
困
難
さ
が
そ
の

維
持
を
危
う
く
し
て
い
る
現
状
だ
。

今
後
も
、上
益
城
郡
唯
一
の
救
急

告
示
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、地
域
に
信
頼

さ
れ
る
病
院
と
し
て
の
実
践
を
願
っ

て
い
る
。

厚
生
常
任
委
員
会

インターネットを利用して益城町と千寿苑
を繋いでの健康教室が開催できた。

千滝クリーンハウスの制御室

今日も元気に頑張っています。
（そよう病院訪問看護スタッフ）

大量に発生する可燃ゴミ
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【
地
籍
調
査
課
】

新
た
に「
第
７
国
土
調
査
事
業
十
ケ

年
計
画
が
始
ま
り
、地
籍
調
査（
一
筆
地

調
査
）の
進
捗
率
は
88
％
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
。一
筆
地
調
査
が
年
々
困
難
な
状

況
に
あ
る
中
、新
手
法
に
よ
る
地
籍
調
査

業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
事
を
期
待

し
た
い
。

【
農
業
委
員
会
】

新
た
に
農
業
委
員
19
名
、最
適
化
推

進
委
員
28
名
が
選
任
さ
れ
、86
件
の
認
定

業
務
が
現
地
確
認
を
行
い
な
が
ら
実
施

さ
れ
た
。又
、農
業
者
年
金
の
加
入
促
進
、

農
地
の
利
用
集
積
の
推
進
等
の
業
務
を

通
じ
、農
地
利
用
の
最
適
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

【
農
林
振
興
課
】

各
種
事
業
に
取
組
ん
で
い
る
が
、令
和

２
年
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
第
５
期
の

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
で
は
、

前
期
対
策
に
比
べ
面
積
、交
付
金
の
減
が

【
山
の
都
創
造
課
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
大
き
く
受
け
、山
都
町
三
大
祭
り
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
も
あ
り
、飲
食
業

を
主
に
商
店
街
や
観
光
業
で
も
、入
込
客

数
や
売
り
上
げ
等
が
大
幅
に
減
少
し
、過

去
に
例
を
み
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

国
・
県
の
コ
ロ
ナ
対
策
給
付
金
は
も
と
よ

り
、町
で
も
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、様
々
な
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
が
、閉
塞
感
を
払
拭
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

移
住
・
定
住
事
業
に
お
け
る「
山
都
テ

ラ
ス
」で
は
、10
区
画
全
て
が
契
約
済
と

な
っ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
金
が
交

付
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
は
、大
き
な
成
果

と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
２
年
ぶ
り
の

１
億
円
越
え
と
共
に
評
価
し
た
い
。

道
の
駅
、通
潤
橋
両
整
備
事
業
で
は
、

様
々
な
事
前
業
務
が
行
わ
れ
た
。町
民
に

利
用
・
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
よ
う
期
待

し
た
い
。

【
建
設
課
】

町
道
の
整
備
で
は
、社
会
資
本
整
備
総

合
事
業
、地
方
創
生
道
整
備
事
業
、防
衛

関
係
等
を
主
に
各
事
業
を
活
用
し
、13

み
ら
れ
、水
田
を
中
心
と
し
た
農
地

維
持
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、そ
の
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ

る
集
落
営
農
で
は
、新
た
に
２
農
事

組
合
法
人
が
設
立
さ
れ
、地
域
農
業
、

農
地
の
維
持
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

本
町
の
基
本
政
策
の
一つ
で
あ
る

有
機
農
業
の
推
進
で
は
、セ
ッ
ト
販

売
事
業
や
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
構
築
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。今
後
の
販
路
拡
大

に
期
待
し
た
い
。又
、有
機
農
業
協
議

会
を
核
と
し
た
有
機
農
業
者
間
の

連
携
が
図
れ
る
体
制
強
化
も
重
要
で

あ
る
。主
力
作
物
で
あ
る
、夏
秋
野
菜
、

イ
チ
ゴ
等
の
さ
ら
な
る
振
興
に
も
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
で
は
、イ
ノ

シ
シ
、シ
カ
で
７
︐１
７
６
頭
の
捕

獲
が
あ
る
が
、個
体
数
の
減
少
に
は

至
っ
て
い
な
い
と
の
見
解
で
あ
り
、被

害
防
止
策
と
同
時
に
捕
獲
隊
の
高

齢
化
等
の
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。農

地
、林
道
等
の
災
害
復
旧
は
、繰
越

事
業
が
多
く
み
ら
れ
、引
き
続
き
竣

工
に
向
け
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

路
線
の
改
良
工
事
、ま
た
、25
路
線

で
維
持
工
事
が
行
わ
れ
た
。住
民
の

要
望
度
が
高
い
事
業
で
あ
り
、今
後

も
財
源
確
保
を
図
り
、整
備
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

住
宅
関
係
で
は
、熊
本
地
震
後
に

建
設
さ
れ
た
木
造
仮
設
住
宅
４
戸

が
、県
・
町
の
復
興
基
金
を
活
用
し

移
築
移
転
さ
れ
た
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

活
用
し
た
若
者
向
け
定
住
促
進
と

共
に
、財
政
の
負
担
軽
減
も
図
ら
れ

る
事
業
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
　

令
和
５
年
度
中
の
九
州
中
央
自

動
車
道
矢
部
イ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
開

通
、さ
ら
に
蘇
陽
～
五
ヶ
瀬
間
の
事

業
化
を
受
け
、町
と
し
て
も
、万
全
の

準
備
・
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

【
環
境
水
道
課
】

令
和
2
年
4
月
に
上
水
道
と
簡

易
水
道
の
事
業
が
統
合
し
、ス
ム
ー
ズ

な
移
行
が
で
き
た
。水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
、財
政
基
盤
の
強
化
や
施
設

等
更
新
計
画
に
よ
る
経
営
効
率
の
向

上
な
ど
事
業
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

9 議会だより「山都」 第42号



議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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【条例の一部改正】
◎山都町短期滞在施設条例の一部改正

新たに、清和地区井無田の旧朝日小学校敷地内にある住宅を追加しました。短期滞在施設は合計10棟です。
◎山都町水道事業給水条例の一部改正

安全な水道水を供給するための水道施設の更新や、耐震化などを計画的にするための財源の確保と
費用負担の適正化を目的として水道料金の改定をします。

【陳情第8号】 【陳情第9号】 【訂正とお詫び】
件 　 　 名

陳 情 者

審査の結果

件 　 　 名

陳 情 者
審査の結果

地方たばこ税を活用
した分煙環境整備に
関する陳情
矢部たばこ販売協同
組合理事長
坂田道治
採択
適切な喫煙場所を設
置する事は受動喫煙
を防ぐこととなる。コ
ロナ禍で経営不振に
あえぐ飲食店等にお
いては公的支援が望
まれる。

ゆたかな学びの実現・
教職員定数改善を
はかるための、2022
年度政府予算に係る
意見書採択の陳情
について
竹下　玲  他
採択
子ども達の豊かな学
びの実 現のために
は、少人数学級や専
科加配など引き続き
確保することが望ま
しいと考える。

「議会だより山都」第41
号に誤りがありました。
訂正してお詫びいたし
ます。（p10）

【陳情第1号】
山都町の教育に関する
陳情書陳情趣旨の文中

（誤）
　いじめや不登校事例

（正）
いじめや不登校への
対応の方針や通達

※感染拡大防止のため、傍聴席数が変更になる可能性もあります。予めご了承ください。

次の定例会は、

12月の予定です。
※詳しい日程等については、議会事務局までお問い合わせください。（☎72-1289）

編

後
集

記

　

あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
で
し
た
。議
会
広
報

紙
と
し
て
、町
民
の
皆
様
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
は

何
か
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
、編
集
し
て
き
ま
し

た
。今
期
の
広
報
委
員
５
名
で
16
回
発
行
。定
例
会

を
振
り
返
り
、議
論
の
絶
え
な
い
編
集
会
議
で
、大

い
に
学
べ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
が
、内
容
に
は

ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に

読
ん
で
い
た
だ
け

る
広
報
紙
と
し
て
、

「
議
会
だ
よ
り
山

都
」は
、さ
ら
に
進

化
し
ま
す
。
次
号

以
降
も
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（
眞
原　

誠
）

本誌で掲載していない9月定例会の議案と

議決結果は、山都町HPに掲載してあります。
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五
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吉
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後
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令和3年度一般会計補正予算（第3号）は、3,900万円を増額し総額を133億6,100万円
としました。主な内容は以下のとおりです。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
交
付
金
事
業
費

交通事業者応援給付金 （新規）
　貸切バス・タクシー・運転代行に対し5万円/台
　タクシーや運転代行業者に対し事業継続のための車両維持費等への補助。

220万円

宿泊助成事業委託料 （新規）
　県事業に上乗せ補助（宿泊助成：上限3,000円）

1,050万円

①事業者支援給付金 （新規）
　国・県の一時金を受給された事業者に対し、月次応援給付金として町が給付
②元気回復プロジェクト補助金 （継続）

2,000万円

200万円


